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概要　 ヒ ト卵巣漿液性嚢胞腺癌 由来 の 樹立細胞株 （SHIN ・3）か ら大量 に分泌 さ れ る CA 　125の 抗原解析

を 試 み た．その 蛋 白分解過程 の 結果 ，
CA 　125の 抗原活性 は 分子量 49，000の 低分子 ペ ブ タ イ ドに も存在す

る こ と が 確認 され た．今 回，こ の 低分子 ペ プ タ イ ドに 対す る マ ウ ス ・モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体 の 作製 を試 み

た ．

　免疫原 は ， 二 ト ロ セ ル ロ
ース 膜に 吸着 し た 細胞培養 上 清 由来 の 精製抗 原 を 用 い ， こ れ を マ ウ ス 脾 内 に

直接注 入 し た．Enzyme 　linked　immune 　sorbent 　assay （ELISA ） で の ス ク リ
ー一

ニ ン グ に よ り398ク ロ
ー

ン 中10ク ロ
ー

ソ を選択 し，うち 2 個 の IgGiモ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体を産生 す る ハ イ ブ リ ドー
マ 株（SH −9，　SH ・

4）を樹 立 した ．

　ABC 法 を用 い た SH −9の 免疫組織学的検索 で は
， 正常組織に お い て 気管支腺，予宮頚管腺 と の み 反 応

した ．腫瘍性病変 で は，肺 の 扁平上皮癌 お よ び腺癌を除ぎ， 主 に卵巣腫瘍 に 陽性反応をみ た．とくに ，
粘液 性腫瘍 で の 陽性率 が 高 く，漿液性腫瘍 で の 反応 は 観察 さ れな か つ た．ま た，Immuno 　blotting法 に

よ る 抗原決定基 の 検索 で は SH ・9は 免疫 原 と し て 用 い た 低分子 ベ プ タ イ ドを 認識し て い た．

Sy皿 epsis 　The　SHIN ・3　cemine 　producing　CA125　was 　established 　from　an　ovarian 　cancer 　patient ．　 Using
the 　SHIN −3　cel 目 ine，　 we 　found　that 　the 　low−molecular ・mass 　antigen （about 　50　KDa ） might 　be　the 　 main

antigenic 　determinant　 in　 CAI25−immunoreactive　species 、　 A 　 new 　 monoclonal 　 antibody 　 to　 this　 low−

molecular −mass 　was 　raised　to　examine 　a　new 　cancer 　associated 　antigen 　by　a 　hybridoma 　technique ．　 Using
enzyme 　linked　immuno 　sorbent 　assay ，　ten　clones 　were 　selected 　from 　anlong 　398　clones ．　 Two 　clones 　were

IgGI　and 　eight 　were 　IgM ．　 B｝
・immunostaining （ABC 　assay ），　a　new 　antibody （named 　SH −9）reacted 　with

normal 　 pulmonary 　bronchus　 and 　 uterine 　 cervical 　glands．　 No 　positivity，　however，　 was 　 observed 　in　 en ・

dometriosis（adenomyosis ）．　 In　tumorous 　lesions　of 　ovary ，　SH −9　antibody 　reacted 　specifically 　with 　mucinous

cystadenoma −benign，　borderline　or　malignant ．　 However ，　no 　positivity　was 　found　in　serous 　cystadenocar ・

cinoma ．　 In　any 　other 　carcinomas ，　only 　lung　cancer （adenocarcinoma ，　squalnous 　cell 　carcinoma ）showed 　a

clear 　positivity．　 Immuno 　blotting　analysis 　showed 　that　SH −9　antibody 　recognized 　a　low　molecular 　mass ，
Therefore

，
　SH −91s　seen 　to　be　an 　extremely 　unique 　antibody 　when 　compared 　with 　OC125　biochemically　and

histochemically．
Key 　 words ： CA125　associated 　antigen ・Monoclonal 　antibody （SH −9）。Ovarian　mucinous 　tumor

　　　　　　　　 緒　　言

Bast　et　aL に よ り ヒ F 卵巣癌培養細胞 を免疫原

と し て 樹立 され た マ ウ ス ・モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体

OC 　125が 認識す る抗原 CA 　125は
， 婦人 科悪性 腫
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瘍の 領域 に お い て 有用 な腫瘍 マ
ーカ ーと さ れ て い

る
9・　xu．と くに 漿液性嚢胞腺癌 に 比較的特異性が あ

り，口常臨床で 血清学的診断 等に 頻用 され て い る ．

し か し， CA 　125は 子宮内膜症や妊娠初期 ， また 月

経 期 で の ．th1清 中 の 増加 が 知 られ，問題 点 も多

い
1｝12）16）

．

　著者 ら は
， CA 　125を恒常的 に 産生す る ヒ ト卵巣

漿液性嚢胞腺癌 由来 の 細胞株 〔SHIN −3）の 樹立 に

成 功以来， こ の 培養 L 清中に 分泌 され る CA 　125

の 生化学 的お よび物理学 的性 格に つ い て 検討 し，

分子量 49，000付近 の 低分子 ペ プ タ イ ドがそ の 抗原

活性 に 重要 で ある こ と を報告し た
S）．今阿 ，こ れ に

対する モ ノ ク P 一
ナ ル 抗体 の 作製を試 みた．そ の

結果，Bast　et　a1の OC 　125と生化学的な ら び に 免

疫組織学的に 異な つ た 性状を もつ 抗体が得 ら れ た

の で 報告する．

　　　　　　　 材料 お よ び方法

　 1．免疫原

　SHIN ・3細胞 は 卵巣癌患者 の 手術 時摘出標 本 よ

り樹立 された ，これを無／血清培地（HB104 ；Hana

Media　 Inc．） に て 培養 し，採取 し た 上 清は 1
，
000

rpm
， 10分間遠心後 ， 半飽和 硫安塩析に て 濃縮 し，

透析，凍結乾燥 し た ．免疫原 と して 次 の 二 種類を

用 い た．

　（1群）SHIN −3培養上清の 凍結乾燥品 を Laem −

mli13 ）
の 方法 に 従 い ，　 SDS 一ポ リ ァ ク リル ァ ミ ド ゲ

ル 電 気泳動 に よ り分離後 ，
ニ ト ロ セ ル ロ

ー
ス 膜に

転写す る．目的 とす る蛋 白質部分は
， 抗 CA 　125抗

体 （HIST 　125　KIT   ； ミ ド リ十字 （株））を用 い

た Avid玉n ・biotin　peroxidase 　complex 法 （ABC

法）に よる Immuno 　blotting法 5｝
に よ り確認後，

ニ ト ロ セ ル 卩
一ス 膜 よ り切 断し た ， こ れ を生理食

塩 水中で 細切 し，ポ リ ト ロ ン （ス イ ス Kinematica

社）で粉砕した ．

　（II群）SHIN ・3培 養上 清 の 凍結乾燥 品 を O．5M

NaC1，0，1％SDS お よ び 6M 　 Urea 含 有 10mM

Tris−HCI （pH7 ．4） で 平衡化 した．　 Sephacryl　S・

300 に よ り ゲ ル 濾 過 を 行 つ た ．各 分 画 は

radioimmuno −assay に よ り CA 　125活性 を測定 し

た ．CA 　125活性分画を濃縮後， ニ ト Pt セ ル Pt 一ス

膜 に 直接吸収 さぜ 1群 と同様に 粉砕 した ．
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　2．免疫法

　免疫は 8 週齢 の BALB ／c マ ウ ス （♂ ）を 用 い た ．

1匹 あた り0．2ml （約5μ g の 蛋 白量）の 抗原溶 液を

脾内注射 した． 1 ヵ 月後，同量の 抗原溶液を腹腔

内 に 注 入す る こ とで ブ ー
ス ト し ， そ の 3 日後 に 細

胞融 合を行 つ た ．

　 3．細胞 融合 お よ び ク 卩
一

ニ ン グ

　細胞融 合は Kdhler 　and 　 Milstein の 方法に 従 い

行 つ た
11）．免疫 マ ウ ス よ り得 られた 脾細胞 は 50％

PEG 　1540 （ポ リ ＝ チ レ ン ・グ リ コ
ー

ル ；和光純薬

（株））を 用 い て P3−X63 ミ エ ロ
ー

マ 細胞 と 7 ： 1

の 割合 で 融合さ せ た ，次 に RPMI 　1640 で 希釈洗浄

後，最終的 に脾細胞 が 3 × 105cells／well に な る よ

うに 96穴 プ レ
ー

トに 分注 した ．細胞 は HAT 培地

で 維 持 し
，
2 〜 3 週間後 ， 上清 を ELISA 法 に よ り

assay し，抗体活性 の 高 い もの に つ い て ク ロ
ー

ニ

ソ グを行つ た．ク 卩
一

ニ ン グ は BALB 〆c マ ウ ス の

胸腺細 胞 3x105cells ／well を feeder　cel1 とす る

限 界希釈法 （0．5，1．Ocell／well ）を 2 回実施 し た ．

　 4．ELISA

　Sephacryl　S−300に よ るゲ ル 濾過で 分画 した Fr．

IIを炭ma　buffer（pH9 ．5） に 40μg／ml に な る よ う

再懸濁 し，各 well に ユOOpt　lず つ 分注後，4 ℃ over −

night で 96穴 マ イ ク ロ プ レ
ー

ト に coating し た ．

0．01％ Tween −20含有 PBS で 洗浄後 ， 50μ1の 培

養 ヒ清 で 37℃ ， 60分問 ， さ ら に 1 ： 1
，
500に 希釈 し

た peroxidase　 labeled　 rabbit 　 anti −mouse 　 IgG

（Cappe1）で 60分間 incubateし た ．最後 に 0．5mg ／

ml 　O・phenylen　diamineを添加 し10％ H2SO
，
で

反応を停止 させ た ．

　5．免疫 組織学 的検 索 （Avidin−biotin　perox −

idase　complex 法 （ABC 法））

　 ヒ ト組織 の ホ ル マ リ ソ 固定 ，
パ ラ フ ィ ソ 包埋 切

片標本 に 対する 免疫組織学的検索を ベ ク タ ス テ ィ

ン ABC キ ッ ト を用 い て 行 つ た η．

　　　　　　　　　成　　績

　 1．SHIN −3由来の CA 　 125抗原 の精 製 と免疫原

の 準備

　SHIN ・3培 養上 清 を 50％硫安塩 析 し透析後 ， 凍

結乾燥 し て 得 られ た 検体を 10％ポ リ ア ク リル ア ミ

ド ゲ ル に よ る電気泳動で 分離 し た ．検体 は SDS ，

N 工工
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2ME 含有 sample 　bufferに溶解 し た ．さらに ； ト

ロ セ ル ロ
ー

ス 膜に 転写 し Immuno 　blotting法 を

行 つ た （図 1 ）．そ の 結果 ， 分子量 200，000以上 の

高分子部分 と分子量 50，000付近 の 低 分子部 分 に 免

TOP ゆ
ユ

「
：
胛

：、1、卩司 賦
レ

．
−94
←67
←43

噸一30

噸一20

← 14

図 1 　SDS ；10％ PAGE 　of　CA 　125　antigen 　isolated

　from　SHIN ・3　supeTnatant ，　lmmuno 　blotting　anal ・

　yzed　identified　area 　of　greater　than 　20e．OOO

　daltons　molecular 　 mass （コ ）and 　 a 　band　 near

　50，000daltons （▲ 〉．

A ：so”mO

「15

D．1

005

　 　 　 10　　 20　　 30　　 40　　 50　　 60Frachon 　No

図 2　 Gelfiltration　of （NH4 ）2SO4 　Ppt　on 　Sephacryl

　S−300superfine　in　O．1％ SDS 　and 　6M 　Urea

疫活性が観察 され た．今回 ， こ の低 分子部 分 に 着

目し，目的 とする蛋 白部分を ニト ロ セ ル ロ
ー

ス 膜

よ り切 り取 り，免疫原 （1） とした．

　
一 方 ， 検 体 を Sephacryl　 S−300　column

chromatography を用 い て 分画 した．図 2 は そ の

溶 出パ タ ー ン で あ る．抗 CA 　125抗体を使用 した

radioimmunoassay に よ り FrJI に 活性 が 認め ら

れた の で ，
こ の 部位 を集め濃縮 し，ニ ト 卩 セ ル P 一

ス 膜 に直接吸収 させ 免疫原 （II） とした．

　 2．モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体 の 作製

　脾 内免疫法 に よ り感 作 し た BALB ／c マ ウ ス の

脾細胞 と P3−X63 ・Ag8 ・653ミ エ ロ
ー

マ 細胞 と の 融

合実験で 産生 した ク ロ ーソ に つ い て Fr，　IIを コ
ー

ト した ELISA に よ る
一

次 ス ク リーニ ソ グ を 行 つ

た ，活性 の 高 い 10ク ロ
ー

ン （1群 か ら七 つ ， II群

か ら三 つ ）に つ き卵巣悪性腫瘍組織パ ラ フ ィ ン 切

片 を用 い て酵素抗体法 （ABC 法）で 染色 した と こ

ろ，い ずれ も腫瘍細胞 との 特異的な反応が観察さ

れ た． こ の うち，とくに 著明な陽性を 示 した 5 ク

ロ
ー

ン を 2 〜 3回 ク P 一 ニ ン グ し，最終的 に 1群

よ り二 つ ，II群 よ り三 つ の モ ノ ク P 一
ナ ル 抗体を

得た．抗 マ ウ ス IgGi，　IgG2、 ，
　IgG2b

，
　IgG3，　IgM 家

兎血清 （Miles　Labo．　lnc．，　IL）を用い た 免疫二 重

拡散法 （ID）の 結果 ，
　 II群 の 二 つ が IgG1で 他の 三

つ は IgM で あ つ た ．

　3．抗体の 性 状

　1）Immuno 　blotting

A

⊃阿屮軍ヒ苧

　
弓匹
葺
9

：：　
tt

中

B

坤

＝

］
［

C

ゆ

＝

◎ −TOP

←94
← 67
蜘 43

＋−30

　 a 　 b 　　　　　　 a 　 b 　　　　　 a 　b

図 3　 1mmuno 　blotting　analysis 　of 　Fr．　II　With　A ：

　IgM 　 antibody ，　B ：SH ・9　and 　C ： OC 　125．

　 a ：2ME （十 ｝，　b ：2ME （
一

）．
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　 Fr．　IIを電気泳動 した後，　 Western　blottingを

行 い ，今 回得 られ た 各抗体 お よ び OC 　125抗体 と の

反応性を比較 した．Fr，　IIは 2ME 還元 ，
2ME 非還

元下 で 泳動し た （図 3 ）．

　OC 　 125が2ME 存 在下 で 分 子量 200，000付 近 と

分子量 SO，000付近 の 低 分子部分に 反応性がみ られ

る の に 対 し，1群 の 2抗体お よ び II群 の IgG1抗体

の 二 つ は と もに 分子量 50，000付近 の 低分子部分の

み を認識 して い る．ま た
，
2ME 非存在下で は II群

の 抗体に つ い て 濃縮用ゲ ル 上 に 強 い 反応性が観察

され た ．

　2）免疫組織学的検討

　ホ ル マ リ ン 固定 ，

パ ラ フ ／ ソ 包埋 ブ ロ
ッ クを用

い
， 各種 正常組 織お よ び 卵巣腫瘍症例 に つ い て

ABC 法 で 検討 した．

　IgM 抗体は IgG1抗体 と異 な り非特 異的反応 が

強 く，そ の 判定が 困難なた め ，IgG1抗体 に つ い て

の み 免疫組織学的検討 を試み た．正 常組織で は ，

子 宮頚管腺 ， 気管支腺 に の み 強陽性を示 し た ほ か ，

・
　Yb

’
ti，胃癌組織の 腺窩上 皮 に 陽性が 認め られた 俵

1）．腫瘍組織で は 粘液性卵巣腫瘍 お よ び 肺癌で 強

陽性 が観察 され た （写真 L 　2 ，表 2 ）．

　次 に，著者 らの 抗体 SH −9と OC 　125に つ い て そ

の 反応 を比 較 した結果（表 3）， OC 　125が漿液性腫

瘍 に 比較的 ， 特異性が高 い の に 対 し
，
SH −9は 粘液

性腫瘍 で の 強 陽性 が特徴 的 で あ つ た ．ま た ，OC

125が正常子宮内膜腺や 子宮内膜 痘組織で も反応

す る の に 対 し ， SH −9で は こ れ らの 反応は 全 く観察

され な か つ た ．

表 1MoAb 　SH −9　reactivity 　with 　various

　 organs

「
1
’
issue5

Female　genltal　 organ

　Ovary

　 Fallopiall　tube

　 Endometriun1
　 （secretory 　and 　proliferative｝

　 Endometrium
　 （gestationa1）

　Endocervix

　Uterus　cervical 　gland

Other　tiSSues

　 Brain

　 Breast

　 Bone 　marrow

　 Artery

　 Heart
　 Lung　　bronchus

　 　 　　 P｝eura

　 Thyroid

　 Skin

　 Esophagus

　 Stomach

　 Duodenum

　 Rectllm
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写 真 1　 卵巣粘液性嚢胞腺腫 （良 性 ）：SH −9 に よ り強

　陽 性 反 応が 細 胞 質か ら嚢胞内 に み られ る （→ ）（ABC

　法，x200 ）

写真 2　 卵巣粘液性 嚢胞腺癌 （悪性 ）：SH −9 に よ り強

　陽性反応が 癌細 胞腺腔内 に み ら れ る （
一う ）（ABC

　法，x20  ）
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表 2　 MoAb 　SH −9　reactivity 　with 　various

　 tumors

TumQrs Posltive／total ％

Female　genital　 organ

Ovarjan　tumor
serous 　cystadelloma 0！工 0

serous 　cystadenoma 　of

　　　　　　borderline　malignancy
0／1 0

papillary　serous
　　　　　　cystadenocarcinoma

0／8 0

mucinous 　cystadenoma 5／5 1 0

muc1nous 　cystadenoma 　of

　　　　　　borderUne　malignancy
1／1 100

mucinous 　cystadenocarcinoma 3β 10 

endometrioid 　 adenocarcinoma 0／2 0
Brenner　tumor 1／1 lo 

granUlOSa 　Cell　tUmQr 0／1 0

dermoid　cyst 1／9 11

Ovarian　non 　tumor 　region

choc 〔｝late　cyst o／3 0

paraovarian 　cyst 0／2 0

simple 　cyst 0／1  

Cervix　uteri

condylQma 0／3 0

dysplasia 0／4 0

CarCinOma 　in　 SitU  ／2 0

squalnous 　 cell　 carcinOlna O〆3 0

8arcoma レ2 50

Uterine　body

endometrial 　hyperplasia  ／25 0

weH 　di∬，　adenocarcinoma 0／5 0

adenDmyosis 0／16 0

［ei   myoma 0／4 0

Metastatic　tumor
Krukenberg 　tumo1

’
 〆2 0

Other　tissues

Mammary 　 carcinoma 0／2 o

mastopathy 0／1 0

gyneCOmaStia 0／1 0

Lymphoma 0／1 0

Lung ：

SqUamOuS 　Cell　CarCinOma 1／3 33

adenocarcinoma 3／3 100

Hepato　ceHular 　carc 呈noma 0／1 0

Gallbladder　adenocarc 玉noma 0／1 0

Rectum　adenocarcinoma 0／1 0

sarcoma 0／1 0

　　　　　　　　　考　　察

　癌 関連抗原 CA 　125は
，

ヒ ト 卵巣漿液性 嚢胞 腺

癌 OVCA 　433を免疫す る こ と に よ り得 られ た マ

ウ ス ・モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体 OC 　125に よ り認識 され

る 分子 量 200，000以 上 の 糖 蛋 白で あ る と い わ れ

表 3　 Comparison　of　MoAb 　reactivity 　of

　 SH ・9　vs ．　OC12 「
o

Tumors 　　　　SH ．9
Positive／Total

　　　OC125
Positlve／Tota1

Serous　tumQrs

Benigrユ 〔〕／1 （O）’ 1／1 （IO ）

Borderline 0／1 （O） 1／1 （100）

Ma 星ignant 0／9 （O） 6／9 （67）
Mucinous 　tumors

Benign 5／5 （100） 0／5 （0）

Borderline 1／1 （100）  ／1 （G）
Ma 正ignant 3／3 （10 ）  ／3 （O）

Endometrioidadenocarcinomas0

／2 （0） 2／2 （1DO）
Endometrial　h｝P α plasia0 ／25（O） 10／19（53）
Adenomyosis 0／16（0） 3／16（19）

Krukenberg　tumor 0／2 （0） 2／2 （1DO）

寧

percentage

る
s）
．主 に婦人 科悪性腫瘍の 領域に お い て OC 　125

抗 体 を 用 い た IRMA （immuno 　 radiometric

assay ）が血 清学的診断 に 頻用 され て い る． し か

し ，
こ の 抗体 は 妊娠初期 ， 正 常子宮内膜また嚢胞

性子宮 内膜 症な どの 良性疾 患 に も陽性 を示 す な

ど ， 問題点 も多い
1）12，16）

．

　最近 ， 佐賀 ら
艮〕

，
Matsuoka 　et　aL14｝

も肺腺癌細

胞か ら得 られた 抗 CA　 130モ ノ ク ロ
ーナ ル 抗体が

CA 　125抗原 と交叉反応する こ とを示 し た ．従来 の

卵巣癌 （と くに 漿液性嚢胞腺癌） の み な らず肺癌

に 対 し て も特異的に 反応す る として い るが
， そ の

性状 は OC 　 125と本質 的に 変わ らない と考 え られ

る．

　著者 らは CA 　 125を恒常的 に産 生す る ヒ ト卵巣

漿液性嚢胞腺癌由来 の 細胞株 （SHIN −3）を 用 い

て ，これか ら分泌 され る CA 　125の 性 状を分析 し

て ぎた ．その 結果，分子量 49，000付近 の 低分子が

抗原活性上 ， 重要 で ある こ とを報告 した
8）．こ の ペ

プ タ イ ドに 着 目し ， 新 し い モ ノ ク P 一
ナ ル 抗体の

作製 を試 み た ．

　今回 ， 精製低分子蛋 白 （1群） と粗製高分子蛋

白 （II群 ） の 二 種 類 を ニ ト ロ セ ル ロ
ー

ス 膜に 吸着

させ マ ウ ス の 脾内に 直接免疫す る方法
21
で 得 られ

た ハイ ブ リ ドー
マ 株 に つ い て ，

IgM は 非 特異 的反

応 が 強 い た め 除外 し ， IgGi抗体 の 性状 を検 討 し
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た．Immuno 　blotting法 の 結果 ，
1 群 の ク ロ

ーン

に 反応性 の 強弱 は あ る が， い ずれ も分子量 50，000

付近の 数本の バ ソ ドを認識 し て い た．II群 の IgG1

抗体 に つ い て も同様の 結果を得た， これに対 し ，

OC 　 125は 分子 量200，000以上 の 高分 子 と分子 量

50，000付近 の 低 分子 の 両方を認識 し て い る．また，

非還元下で は ， 著者 らの IgGi抗体が か な りの 高分

子 に 反応性 が認 め られ た 。以上 の こ と よ り，OC

125の 認識す る抗原分子 と著者 ら の 抗体 の そ れ と

は 明 らか に 相違 する もの と思わ れ る．また ，

1251
で

ラ ベ ル した SH ・9お よび OC　125を用 い ，　CA 　l25抗

原 へ の 競合阻害反応 を比較し た と こ ろ ， 両抗体は

全 く競合 しな い こ とが 明 らか に な つ た （結果 は示

して い な い ）．そ れ故 ，
SH ・9と OC 　125が認識す る

エ ピ トープ は 互 い に 異な る もの と思わ れ る，

　従来，OC 　125お よ び抗 CA 　130抗体 で 認識され

る抗原 は 熱に不 安定で，免疫組織学的検討で は凍

結切片が多用 され る が
9）14），著者 らは パ ラ フ ィ ン 切

片 を用 い て ABC 法 で 染色 し非常 に 良好 な染色結

果を得た ．パ ラ フ ィ ソ 切片 の 利用 は 永久保存 お よ

び扱 い や す さ と い つ た 点 か らも有効 で ある．ま た
，

SH −9で 認識 され る抗原 は 熱処理 に も安定で あ り，

こ の 点 で も従来の 抗体 とは異な る．

　各種組織に つ い て ， SH −9と OC 　 I25とを ， そ の

染色結果 で 比較 した と こ ろ明瞭な違 い が観察 され

た ．正常組織 で は OC 　125と同様，肺 の 気管支腺，

子宮頚管腺に 強 い 反応がみ られ たが
， OC 　125が妊

娠期， 増殖期子宮内膜 ， 子 宮内膜症 ， 子 宮内膜癌

お よ び卵巣漿液性嚢胞腺癌に 陽性を示 した の に 対

し
9｝1°）

，SH −9で は反応 は 全 く認め られなか つ た ．逆

に ， 粘液性卵巣腫瘍 の 良性 ， 中間，悪性群 に お い

て SH −9は 100％ の 反応性 が確認 され ， そ の 染色特

異 性 に 関 し， OC 　125と SH ・9と は 全 く異 なる こ と

が 明 らか に な つ た ． こ の よ うに ，SH ・9は 従 来 の

OC 　l25あ る い は 抗 CA 　130抗体と は違 い ，妊娠，

性周 期，子宮内膜症な どの 偽陽性反応 に わず らわ

され る こ とな く，粘液性卵巣腫瘍 を鑑別す る際の

臨床上 で の 有用 な腫瘍 マ
ー

カ
ー

と して 役立 つ 可能

性が 強 い と考 える．
一

方，抗 CA 　130抗体 は肺 の 腺

癌 に 強い 陽性を示す と報告 され て い る
14｝．同様 に ，

SH −9も肺 の 腺癌 100％に 強 陽性反応 を み た が ，重

層扁平上 皮癌の 一部に も陽性反応 が観察され た ，

こ の 点 に つ い て ， 抗 CA 　 130と の 違 い に つ い て は

さ ら に検討を要す る．

　以上，わ れわ れの 作製 し た 抗体 は 卵巣漿液性嚢

胞腺癌細 胞株に 由来す る 抗原 よ り作製された もの

で あるが
， 卵巣粘液性腫瘍 に特異性 が高 い こ と，

な らび に immuno 　blottingに お い て 低 分子部 分

の 認識が OC 　 125と類似す る点 を考慮す る と ， 本

来 ， 卵巣腫瘍を組織学的 に特徴づ け る抗原 を発現

し て い る高分子物質は ，互い に ，非常に 似 か よ つ

た共通抗原性を有 して い る と推定 される． と くに

SH −9が 認識 す る 分 子 量 49，000の 低 分 子部 分 は

OC 　125も認識 して い る と思わ れ る．し か し，互 い

に糖鎖あ る い は 立 体構造が微妙 に異 な る こ と に よ

り，漿液性 や粘液性 とい つ た組織上 で の 反応 の 違

い が お こ つ て い る可 能性が強 い ．い ずれ に し て も，

詳細 に つ い て は 今後の 検討を要す る．

　 本 研 究 の
一

部 は テ ル モ 科学技術振 翼 財 団 の 助成 を 受 け

た ．
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